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は じめに

　およそ300万 年 といわれる人類 の歴 史のほ とん

どは野生動物 を狩 り、野生植物 を採る狩猟採集 の

時代であった。過去1万 年あま りの間に、農耕や

牧畜が世界に広ま り、さ らに産業化 が進むにつれ

て、狩猟や漁労に従事す る者は少な くなった.そ

の一方で、人類は現在にいたるまで野生の魚介類

を食料資源 として利用 し続けてきた し、一部の人

びとは他の生業活動 も行 いなが ら野生動物を利用

する生活 を続 けてきた。

　人類史 にお ける野生動物 と人類の関係は、地域

によって異な り、時代 とともに変化 してきたが、

20世 紀後半になる とかつて利用の対象であった野

生動物が、保護の対象 になる傾向が顕著 に見 られ

ようになった(秋 道1994,2009)。 その典型的な事

例は、 シロナガスクジラやザ トウクジラ、マ ッコ

ウクジラなどの大型鯨類である。1982年 に国際捕

鯨委員会(以 下、IWCと 略称)に おいて大型鯨類

13種 に対 して商業捕鯨 の一時的な中断が決定 され

た。その中断は現在 も続 いている(石 井編2011;

大曲2003)。

　 その一方で、現在でも捕鯨は、世界各地で実施

されて いる。大型鯨類に関 していえば、国際捕鯨

委員会 で合意が得 られているアメリカ合衆国や ロ

シア、グリー ンラン ド、ベクウェイ島の先住 民生

存捕鯨(池 谷2007二 岩崎2010;岸 上編2012;浜

口2012,2016;高 橋2009;Stevenson,　 Madsen,

and　Maloney　1997)、　IWCの モラ トリアム(一 時停

止)提 案に対 し留保を表明 したノル ウェーとアイ

ス ラン ドの商業捕鯨(石 川2016;Brydon　 2006)、

日本の科学的調査捕鯨、IWCに 加盟 していないカ

ナダに住む先住民イヌイ ッ トによるホ ッキ ョクク

ジラ漁(岸 上2013)や イ ン ドネシア ・レンバ タ島

ラマ レラ村のマ ッコウクジラ漁(江上 ・小島2012)

が存在 している。 また、IWCの 管理対象ではない

オキ ゴン ドウやマ ゴン ドウ、イ シイルカなど小型

鯨 類 は 日本 で 捕 獲 され て いる し(遠 藤2011.

2012;小 島編2009;フ リーマ ン編1989)、 カナダ

極北地域や グリー ンラン ドではシロイルカやイ ッ

カ クも捕獲 されて いる(岩 崎2011;大 村2016;

岸上2㏄2,2003)。 さ らに ソロモ ン諸島や フエー

ロー諸 島ではイル カ漁が行 なわれて いる(竹 川

1995;　Kerins　2010)。

　 しか し、商業捕鯨や調査捕鯨への反対運動は、

年々、エスカレー トし、その余波は先住民生存捕

鯨や小型沿岸捕 鯨にも及びつつある。反捕鯨運動

には、大別すれば、環境保護の立場か らのものと

動物福祉の立場のものに大別できるが、両者の立

場は ときには渾然一体 とな りなが ら、展開されて

いる。

　 アルネ ・カランや河島基弘 らによる環境保護団

体 の反捕鯨運動に関する研究(河 島2010a.2010b,

2011,2012;佐 久間2011;Kalland　 1993a,1993b;

Kawashima　2004)や 動物福祉の立場か らの反捕鯨

運動 についての研究(石 川2011,2012)は 存在 し

ているが、その対象団体や地域が限定されている。

今後 は、上記の研究を出発点 としなが ら、世界各

地における反捕鯨運動の活動内容 とその影響を現

地の視点か ら調査 し、比較検討 して いくことが必

要であると考える。

　 本稿では、多様な反捕鯨運動の展 開を動物福祉

の考え方 との関連で検討 し、今後 の研究課題を提

案 したい。

人類 によるクジラの利用の歴史

　人類がイルカを含 む鯨類 を利用 し始めたのは 日

本の縄文社会や北欧 のノルウェー地域においてで

あ り、5000年 以上前にさかのぼる(山浦2012） 。ア
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ラスカの沿岸地域や ノル ウェーの北極海側や南欧

ビスケー湾など世界各地 にお いて人類が積極的 に

大型 クジラを捕獲 し始めたのは、10世 紀前後であ

る。 世界各地で捕鯨が本格化 した時期は、地球の

温暖化期 と一致 している。 アラスカ地域な どでは

小規 模な沿岸捕鯨 を生業1と して行 ったが、その

後、 ヨー ロッパでは捕鯨は産業化 し、オランダや

イギ リス等が鯨油の獲得を目的 として遠洋捕鯨を

行な った。18世 紀 になると新興国アメ リカ も加わ

り、捕 鯨 は 一 大産 業 とな る(森 田1994;山 下

2004)。

　 欧米社会の商業捕鯨の特徴は、 目的が肉ではな

く燃料や原材料 として使用する鯨油とクジラのひ

げの獲得であること、そ してクジラを取 り尽 くす

と次 の漁場 を探す とい う、漁 場 の略 奪的拡大 で

あった。漁場は、1820年 代 に日本の小笠原諸島地

域、1840年 代末にアラスカ側 の北極海、20世 紀 に

入る と南氷洋海域やイ ン ド洋海域 にまで拡大 した。

各漁場では、各国が競って捕鯨 を行な った。1570

年代 か ら沿岸で商業捕鯨 を行 な っていた 日本 も

1930年 代か ら北太平洋や南氷洋で大規模 な母船式

捕鯨 を開始 した3。 しか し、1970年 代 まで に石油

利用の普及や クジラ資源の減少を理 由に欧米諸国

は徐 々 に捕 鯨 産 業 か ら撤 退 して い った(大 隅

2003;森 田1994;山 下2004)。

　 1972年 にス トックホルムで開催 され た国連人間

環境会議において、酸性雨や環境汚染 など地球環

境問題が人類社会全体の問題 として取 り上げ られ

た。 同会議 にお いてアメリカ合衆国は大型鯨類の

捕獲 のモラ トリアムを提案 したが、捕鯨国の反対

もあ り、同案は可決されなかった。 しか し、1982

年に開催 された国際捕鯨委員会総会で は、大型鯨

類の商業捕獲のモラ トリアムが決定 された。それ

以降、一部例外を除 くと大型鯨類の商業捕鯨は中

断したままである。

　1982年 以降 も、多 くの政府や動物福祉団体、環

境保護団体が反捕鯨 を唱え、国際的な社会運動を

展開 し、世界各国の世論を動か し、反捕鯨 の考 え

方 は世界 中に浸 透 してきた。2014年3月31日 には、

日本の南極周辺海域での調査捕鯨をめ ぐってオー

ス トラリア ・ニ ュー ジー ラン ドと 日本 との間で

争っていた国際司法裁判所での裁判の判決が言 い

わ たされ、 日本が敗訴 した ことは記憶 に新 しい

(石井 ・真 田2015)。 このよ うな世界的な趨勢の

中で商業捕鯨 の再開はきわめて難 しい状況にある。

　 一方、捕殺 を伴わないホエールウォッチ ングや

ドル フィン・スイムな どが盛んにな りつつ ある{秋

道2009:200-210;岸 上2014a;30;小 木2009;

浜口2016:145-148;Hoyt　 and　Hvenegaard　2002;

Parsons　and　Rawles 2003)。 しか し、すでに紹介 し

たように現在で も世界各地の先住民や漁民はクジ

ラやイルカを捕獲 し、利用 している点 も確認 して

おきたい。

　 これ までの反捕鯨運動は、お もに商業捕鯨を対

象とした ものであった。そ してその運動を牽引 し

てきたのは、国際的な環境保護団体や動物福祉 団

体である。

欧米社会における動物福祉と種差別 に対する批判

　 英国 において動物 との関係 を見直す一連の社会

運動が1820年 代か ら起 こり、動物 の福祉が問題 と

して取 り上げ られ るよ うにな った。 この問題は、

一時下火になったが、第2次 世界大戦後 に再び脚

光 を浴びるよ うになった。そ して1975年 にはオー

ス トラリアの哲 学者 ピー ター ・シ ンガー(Peter

Singer)が 『動物 の解放』を出版 し、家畜動物や

実験用動物に対す るむ ごい扱いを取 り上 げ、人間

の便宜のために動物を搾取する ことに対 して異議

申し立てを行 った。彼は、「自分 自身が属する種

の利益を擁護す る一方で、他 の種 の利益 を否定す

る偏見 と態度」を種差別3と 呼 び、人類による種差

別 をな くし、動物福祉の向上を訴 えた。 この考え

は、動物保護運動の思想的支柱 となった4。

　そ して多 くの動物保護団体は、 クジラや象な ど

大型動物 を保護のシンボル として利用 し始 め、欧

米社会ではクジラを神格化するにいたった。た と

えば、国際鯨 類保 護協 会名誉会長 の ロビ ンズ ・

バース トウ(Robins　Barstow)は 、6つ の点で クジ

ラは特別な存在である と強調 した。 クジラは地球

最大の動物 であり、高い知能を持つ点、何百万年

にわたる進化 をとげ、海洋生態系の食物連鎖の最

上位に位置す る点、外見が美と優雅 さを備えてい

る点、 クジラの持つ神秘性、国境 を越えて移動す

る点、環境を象徴する動物である点 である(Barstow
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1991）。

　バース トウが持つクジラのイメー ジは、 ある意

味で複数の実像が組み合わされて作 り出された虚

像である。すなわち、地球上で最大 の動物(シ ロ

ナガス クジラ)、地球上で最大の脳 容積 を持つ動

物(マ ッコウクジラ)、身体に比 して大きな脳を持

つ動物(バ ン ドウイルカ)、愉快な性質でさまざま

な歌 を歌 う動物(ザ トウクジラ)、人間に友好的で

親 しい動物(コ ククジラ)な どの情報が複雑に絡

み合 い、マス メディアや環境保護団体 ・動物福祉

団体 によって クジラはより美化 され,神 のよ うな

虚像が創 りあげ られた。A・カ ランは、そのクジラ

を 「スーパー ・ホエール」 と呼んで いる(Kalland

l993a:4)

　 カラン(1993a)と ほぼ同じ時期 に森田勝昭は、

メディアの圧倒的な物量作戦によって 「クジラ」

の虚像が生み出され、 人々の心の中にリア リティ

として定着 し、 クジラは神のような存在にな り、

環境運動のシンボル として利用 され ていることを

指摘 した。森田は、そ の虚像 のクジラを 「メディ

アホエール」 と呼んで いる。そ して結果的に捕鯨

が悪である と人びとが考 えるようになると主張 し

た(森 田1994:389-391)。

反捕鯨団体の分類

　欧米を中心 とした動物福祉 団体や環境保護団体

は、独特な倫理観 とク ジラ像 に基づき、反捕鯨運

動を展開 し、国際的な世論 を形成 しようと してき

た.そ れ らの団体の反捕鯨運動は、 欧米諸国や南

米諸国、 オース トラリア・ニ ュー一ジー ラン ドの各

国政府を も動かす ほどの影響力を及ぼしてきた。

　調査捕鯨や小型沿岸捕鯨、商業捕鯨に対 して過

激な反対行動をとる反捕鯨団体として、シー ・シェ

パード保全協会(Sea　Shepherd　Conservation Society)

が有 名である。 しか し、反捕鯨団体 には、商業捕

鯨のみ に反対する団体 や先住民生存捕鯨を含めて

あらゆる捕鯨 に反対す る団体、 クジラのみな らず

全ての動物利用に反対する団体な どがあ り、多様

性が認め られる。石井 らは、動物福祉、動物 の権

利(動 物解放運動)、予防原則の立場か ら動物福祉

団体や環境保護団体 を3つ のカテ ゴリーに整理 し

ている(石 井 ・真田2106:79-86)。

　 第1の カテ ゴ リー は動 物福 祉 に基 づ く団体 であ

る。 動物福 祉 とは、 動物 を研 究実 験 で利 用 した り、

食 用 に飼 育す る場 合 、動 物 をみ だ りに殺 傷 した り.

苦 しめた り しな いよ うにす るだ け でな く、 適切 に

取 り扱 わ な けれ ばな らな い とい う考 えを さす。 こ

の カ テ ゴ リー に入 る 団体 に は 人道 協 会(Humane

Society)や ク ジ ラ ・イ ル カ 保 全 協 会(Whale　 and

Dolphin　 Conservation　 Society)、 動物 保 護 の た め の

世　界 　協 　会(World　 Society　fbr　the　Protection　of

Animals)、 国 際 動 物 福 祉 基 金(1nternatioal　 Fund

for　Animal　 Welfare)な どが あ る。 これ らの 団体 は、

飼 い 主 に虐 待 され て いる動物 の保 護 、 動物 を利 用

す る必 要性 の有無 の 追及 、 動物 を殺 傷せ ざ るを得

な い 場合 は苦 痛 を最 小 限 にす る ことや殺 傷 時 間 を

短 縮化 させ る こ との 追求 に力点 を 置 いて い る。 こ

れ らの団体 は、 ク ジ ラに苦痛 を与 え る ことな く捕

殺 す る ことは不 可能 で あ る と考 え て いるた め、 基

本 的 にす べ て の捕 鯨 に反 対 して い る(石 井 ・真 田

2015:82)。 しか し、 人 道協 会 や ク ジラ ・イ ル カ保

全 協 会 のよ うに先住 民 生存捕 鯨 に 関 して は捕鯨 者

が ク ジ ラ に最 少 かつ 最短 の苦痛 しか与 え な いよ う

に努 力 して い る場 合 には、 反対 して いな い団体 も

存 在 して い る。

　 第2の カ テ ゴ リー は、 動物 の権 利 を強調 し、 動

物 解 放運 動 を 目標 として いる 団体 で あ る。 動物 の

権 利 とは、 動物 は誰 か の所有 物 で は な く、 人 間 と

対 等 な権 利 を持 つ生 物 で ある とい う考 えで ある。

この カテ ゴ リー の団 体 は原 理原 則 としてす べ て の

捕 鯨 に反 対 して い る(石 井 ・真 田2015:83}。 典

型 的 な事 例 は、 シー ・シェパー ド保全 協会 や 動物

の 倫 理 的 扱 い を求 め る 人 々 の 会(People　 for the

Ethical　Treatment　 of　Animals、略称PETA)、 動物 解

放 戦 線(Animal　 Liberation　Front、 略 称SHAC)、 ス

トップ ・ハ ンテ ィ ン ドン ・アニ マ ル ・クルエ ル テ

ィ(Stop　 Huntingdon Animal　 Cruelty、 略 称SHAC}

であ る。 これ らの 団体 は、 動物 解 放 のた め に過激

な行 動 を と る ことで有 名 であ る。 ス トップ ・ハ ン

テ ィン ドン ・アニ マル ・クル エル テ ィや 動物 解放

戦 線 のよ う にア メ リカ合衆 国 な どに お いて はテ ロ

組 織 と み な され て い る 団 体 も あ る(グ ル ー エ ン

2015:204-207)。 このカ テ ゴ リー に 入 る団体 は、

捕鯨 は当然 の ことな が らホエ ール ウ ォ ッチ ングの
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ようなクジラの非捕殺 的な利用にも反対 している。

　 第3の カテ ゴリーは、予防原則の立場をとる団

体である。予防原則 とは、深刻な環境被害が予想

される場合には、科学的 に明確な因果関係 を立証

で きな くとも対 策を講 じるべ きだという考え方で

ある（石井 ・真 田2015:84)。 この考 えに基づ く

団体 にはグ リー ンピース(Greenpeace)や 世界 自

然 保 護 基 金(World　 Wide Fund　for　Nature、 略 称

WWF)な どがある。 これ らの団体は、商業捕鯨や

調査捕鯨には基 本的 に反対 しているが、厳格な管

理制度で実施される捕鯨 については容認す る場合

もある。また、 商業性がな く、厳密な科学的管理

制度を遵守 している先住民生存捕鯨には反対 して

いない。

　 以上か ら分かるように、第1お よび第3カ テ ゴ

リーに分類 され ている団体では、基本的にそれ ら

の矛先は商業捕鯨や調査捕鯨 に向け られて いるが、

第2カ テゴ リーのようにすべての捕鯨に反対す る

立場もある。

反捕鯨団体の多様な活動

　 反捕鯨団体は、世界各地の捕鯨に対 して さまざ

まな形態の反対運動を実施 している。 ここでは.

具体例 をいくつか紹介 しよ う.

　 現在、IWC総 会 における商業捕鯨のモラ トリア

ム採択 に対 し保 留の立場 を表明 し、商業捕鯨を実

施 して いるのは ノル ウェー一とアイスラン ドである。

この二国は1980年 代半ばか ら反捕鯨団体 の妨害活

動 の被 害 を こうむって いる。 とくに有 名なのは

シー ・シェパー ドによる活動である。同団体は、

1986年 にアイスラン ドのレイキ ャビ ックで捕鯨船

2隻 を沈没させるともに、鯨 肉加工施設を破壊す

るという暴挙 に出ている。 また、1992年 には ノル

ウェーのロフォーテン諸島で、1993年 にはノルウ

ェーのグレスヴィクで、停泊中の捕鯨船を沈没さ

せて いる(浜 口2005:43)。 現在 では物理的な妨

害活動は少なくなったが、アイス ラン ドでは捕鯨

船が係留 している埠頭で捕鯨反対のデモを実施 し

ている。

　 日本の調査捕鯨に対する反対活動で有名なのは、

南極海や寄港地でのグリー ンピースや シー ・シェ

パー ドによる調査捕鯨船への妨害行為である.日

本鯨類研究所 のホームページには、1995年2月 の

グ リー ンピースによるニ ュージー ラン ド ・ウェ リ

ン トン港に緊急寄港 した調査船第一利丸への妨害

行為か ら2014年3月 のシー ・シェパー ドの活動家

による調査船第3勇 新丸への妨害行為 まで多数の

事例 が文章や写 真、ビデオで紹介 されて いる。

2014年 の妨害活動 として、調査船が曳航する警告

用 ブイ付きロープの切断や、調査船の船首 を小型

ゴムボー トで横切 る行為、 妨害船ボブ ・パーカー

か ら調査船への信号 ロケッ ト弾の発射などが報告

されている。 このほか、調査船への不法侵入や意

図的な体 当たりなどの妨害行為が発生 した。

　 シー ・シェパー ドは、 自らの妨害行為をビデオ

に収録 し、その行為があたかも正義 を実行 してい

るかのよ うに見えるように編集 し、ネ ッ トを通 し

て配信 している.ま た、 まるで日本の調査捕鯨船

が シー ・シェパー ドの妨害船 を銃撃 し、船長の命

が狙われたかのような映像をケー ブルテ レビ番組

「アニマル ・プラネッ ト」で放送するな どし、正義

は 自らにあ り、 日本の調査捕鯨船は悪いことを行

なっているというイメー ジを世界中に拡散 してい

る。事情をまったく知 らない人が これ らの番組 を

見れば、シー ・シェパー ドの主張が正 しいと思 っ

て しまう可能性がきわめて高い。

　なお、 日本の調査捕鯨 を実施 している 日本鯨類

研究所 と共 同船舶は、2011年12月 にアメリ 力合衆

国 ワシン トン州連邦地方裁判所に シー ・シェパー

ドと代表者 のポ ール ・ワ トソ ンを調査捕鯨 の妨害

の件で、訴訟を起 こした。2016年8月 に両者は こ

の訴訟 について調停合意 に達 して いる。

　 日本の小型沿岸捕鯨に対する反捕鯨団体 による

活動が行なわれてきた.1980年2月29日 には九州

の壱岐で、地元の漁民が駆除のために捕獲 したイ

ルカの囲い網 を環境保護団体のメンバーが切断す

るという事件が起き、裁判沙汰になった。 これは

壱岐イルカ事件 として知 られている。 また、近年

ではシー ・シェパー ドの活動が知 られて いる。毎

年、イル カ漁の解禁 日が近づ くと複数の反捕鯨団

体が和歌山県太地町に来て、イル カ漁 に対 して反

対デモや監視を行なうとともに、漁の様子 をビデ

オに隠 し撮 りし、ネ ット配信 して いる。 シー ・シ

ェパー ドの メンバー2名 は2003年11月18日 に太地
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町の畠尻湾でハナゴン ドウを逃がすために囲い用

網 を切 断す るという暴挙 に出た、 この2名 は威力

業務妨害容疑で警察 に逮捕 され、大々的に新 聞や

テ レビで報道された(浜 口2005)。2010年 にも同

様な事件が太地町で発生 して いる。

　先住 民生存捕鯨に対する反対活動 も実施 されて

いる。 シー ・シエパ ー ドは1997年 か らアメ1」力合

衆国 ワシン トン州オ リンピア半島の先住民マカー

の捕鯨 再開 を阻止す るための運動 に取り 組んで い

る。 同団体は潜水艦 を購入 し、それにシャチに見

えるよ うに偽装 を施 し、 シャチの泣き声を発信 さ

せ る装置を搭載 し、 コククジラに近づき、脅 して

追 い払 うという行動 に出た。 この活動がコククジ

ラの回遊にどれ ほどの影響を及ぼしたかはまった

く分か らな い、マ カー は コククジ ラを捕獲 した

1999年5月 以降、同捕鯨は国内法 に抵触す る恐れ

があるとともに、捕鯨 の影響 に関する環境評価が

終 っていな いので、 中断 されたままである。また、

セン ト ・ヴィンセ ン トおよびグレナデ ィー ン諸島

国ベ クウェイ島では2012年 よ り環境団体 「セ ン ト・

ヴィンセ ン トおよびグ レナデ ィーン諸島国ナシ ョ

ナル ・トラス ト」が捕鯨 をホエールウォッチングに

転換 させる運動を行 なっている。 この運動 によっ

て地元の捕鯨離れが進行 しつつあ り、捕鯨文化 に

悪影響が出つつある(浜 口2016:145-158)、

　 ソロモ ン諸島のイルカ漁については興味深い事

例が報告されている。ソロモン諸島で食用 肉や貨

幣 として流通するイルカの歯を確保す るため にイ

ルカ漁が行なわれてきた(竹 川1995)。 また、近年

は飼 育用のイルカの捕獲 も行 なわれた。アース ・

ア イ ラ ン ド ・イ ンス テ ィチ ュー ト(Earth　ls1and

Institute)と いう団体は、2010年 にソ ロモ ン諸島の

漁民にイルカ漁をやめる代償 として金銭提供 を約

束 した。 これ によって漁 民はイルカ漁 をやめたが、

村内でイルカ漁存続派 と中止派の間 に確執が生ま

れた。その後、伝統文化が漁民によって再認識 さ

れ、かつ同インステ ィチュー トが約束 した金銭を

支払わなくなったので、2013年 にはイルカ漁 を再

開したことが知 られて いる(竹 川2016)。

　 イ ン ドネシアのラマ レラ村では、マッコウクジ

ラ漁が行なわれて きた(江 上 ・小島2012)。 この

村で も環境保護団体が反捕鯨運動 を展 開している。

ひとつはアメリカの環境団体 「フォ トヴォイシズ

(Photovoices)」が、2007年 に村人にデジタルカメ

ラ50台 を6ヶ 月間貸与 して、写真展 とセ ミナーを

開催 した。 当時、WWFイ ン ドネ シア とイ ン ドネ

シア政府、 いくつかの環境保護団体はソロール諸

島海域 を海洋保 護区に設定 しよう と活動 していた

が、環境保護 と地元の人びとの生活維持の両方が

成 り立つようなバランスの取れた計画を練る必要

があった。地元 民の関心や視点を知 るために、 こ

の写真 プロジェク トが実施 された という。2008年

にはWWFの 職員は、 これまでマ ッコウクジラや

マ ンタの銛 打ち漁に頼っていた村人に新たな漁業

を浸透 させ るために漁網の提供を申 し出た(石 川

2011:243)。 この背景には、マ ッコウクジラ漁

か らほかの漁業への転換 を促進させ るという目論

見があった。 また、環境保護団体グローバルオー

シャン(Global　Ocean)は 、2007年 か らクジラ・イ

ルカ保護協会(WDCS)や 国際人道協会(Humane

Society　International)、グ リーンピース教育 トラス

ト(Greenpeace　 Educational　Trust)、環 境 ・開発 国

際機 関(International　Institute　of　Environment&

Development)と ともに、 ラマ レラ村の人びとが、

捕鯨の代わ りに、コミュニティが所有 し持続可能

なホエール ・イルカウォッチング会社を設立 し、

展開 させるための支援を行なっている。 このほか、

村人に船外機や漁網の提供を申し出たという(石

川2011:244).こ れ らの環境保護団体の活動は、

マッコウクジラ漁の放棄 を要求 していないが、そ

れに代わ る現金収入獲得手段 を普及させることに

よって、捕鯨 をやめさせようとしている。

　 ここで紹介 した反捕鯨活動は、氷山の一角であ

り、世界各地で さまざまな団体 による反捕鯨運動

が展開されている。国際的な環境保護団体や動物

福祉団体 はクジラや象 を環境保護の シンボル とし

て寄付を集めるために利用 しているといった批判

があるものの、その反捕鯨運動の一般社会への影

響力は絶大である。現時点では、その矛先はお も

にアイスラン ドや ノルウェーの商業捕鯨および 日

本の調査捕鯨、世界各地の商業的イルカ漁などに

向け られているが、徐 々に先住民生存捕鯨 もその

ターゲッ トにな りつつある。

　 次 に先住民生存捕鯨の事例 としてア ラスカ先住
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民イヌ ピアッ トのホッキ ョククジラ猟 を紹介 し、

それに対す る反捕鯨運動 について紹介 したい。

アラスカ先住民イヌピア ッ トのホ ッキ ョククジラ

猟 と反捕鯨運動

　ベー リング海か らボー フォー ト海 にかけてのア

ラスカ沿岸地域では紀元後9世 紀 ごろか らホッキ

ョククジラ(以 下、クジラと略称〉 を意 図的 に捕

獲 し始めた。 同海域ではアメリカの捕鯨船 による

商業捕鯨が1848年 か ら1914年 ごろまで行 なわれ、

その頭数は激減 したが、 アラスカ沿岸地域 に住む

イヌピアッ トやユ ピー トは捕鯨 を続 けてきた。

　現在では クジラ漁はIWCの 先住民生存捕鯨のひ

とつとして年間(ト ータルで6年 間)の 捕獲上限

枠のもとで実施されている。筆者の調査地である

バ ロー村では年間22頭 の捕獲が許可 され ている。

アラスカ先住民は資本主義経済の中に取 り込まれ、

現金収入 とその利用を前提 として、「伝統的な」生

業活動 を行なっている。ただ し、捕鯨の産物は、

クジラひげや鯨骨以外は現金で売買され ることは

な く、無償で分配や交換が行なわれて いる5.

　バ ロー村 の1年 は、 春季 と秋季の捕鯨およびそ

れに関連 した祭 りや祝宴 を中心にめぐるといって

も過言ではな い（岸上2014)。 村 には約45の 捕鯨

クルー(集 団)が 存在す る.各 クルーは捕鯨キャ

プテンとその妻、5名 か ら15名 のハ ンターか らな

り、捕鯨活動 に従事す る。年が明ける と春季捕鯨

の準備をはじめ、4月 下旬か ら5月 中旬 にかけて

ウミアック(皮 製大型ボー ト〉を用いて捕鯨を行

な う.ク ジラを捕獲 した翌 日には捕鯨キ ャプテン

宅で祝宴が開催 される。5月 下旬か らアプガウテ

ィ(捕 鯨に成功 したウミア ックの陸揚 げ式 とそれ

を祝 う宴会)、6月 下旬にはナルカタ ック(春 季捕

鯨 に成功 した捕鯨キ ャプテ ンたちが 主催 す る祝

宴)が それぞれ複数回執 り行われ る。夏 には捕鯨

に必要な食料やボー トの船体 に使 うアザ ラシ皮 を

調達するため にアザ ラシ猟やセイウチ猟 を行なう

ととともに、秋季捕鯨の準備 を始める。9月 下旬

か ら1O月 中旬 にはバロー一村か ら1O～30キ ロメー ト

ルの沖合でモーターボー トを利用 した捕鯨が行な

われ る。クジラを捕獲 した翌 日には捕鯨キ ャプテ

ン宅で祝宴が開催 され るが、春季 のよ うな祭典は

実施 しない。その代わ りに秋季捕鯨 に成功 した捕

鯨キャプテ ンは、11月 の感謝祭の祝宴および12月

のク リスマスの祝宴のために村 にある複数の教会

に鯨肉を寄贈する。村人は村で開催 される祭典や

祝宴を通 して鯨肉を食べた り、 もらった りするこ

とができる。

　 バロー村のイヌピア ッ トは自身を 「クジラの人

ぴ と」であると認識 して いる。そ して捕鯨や捕鯨

閲連の祭典や祝宴 に参加すること、鯨肉などをほ

かの村 人 とともに食べ る ことが彼 らの生 き方 に

とって重要であ り、 自己認識やアイデ ンティティ

の基盤 になっている。 さらに強調しておきたい点

は、過去1000年 に形成されたイヌピアッ トとホッ

キ ョククジラとの特別な社会的関係 をめ ぐる世界

観の存在 である。彼 らはクジラ自身が捕 られるた

めに自 らの命を与える と考 えている。 また、クジ

ラを人間の行いを見た り、 聞いた りする ことので

きる存在であると考えて いる。ハ ンターはクジラ

に敬意 を払 い、捕獲 し、得た肉はほかのハ ンター

や村人 と分かち合い.無 駄な く食べなければな ら

ないと考 えている.そ してクジラの霊魂 を祝宴や

ダンスで楽 しませ、儀礼によって クジラの世界に

送 り返す必要がある。 クジラが捕獲 され、大切に

取 り扱われた ことに満足す ると、その霊魂は再び

クジラの姿 となって同 じ捕鯨キャプテ ンの捕鯨集

団のもとに捕獲 されるために戻って くる。一方、

捕鯨集団のメンバーが不適切な行為や、 クジラが

いやがる ことをすれば、そ のクジラはその捕鯨集

団のもとには戻 ってこな くなる と考え られている。

このため、捕鯨キ ャプテ ンとその妻、ハンターは

日常 の行動や捕鯨活動 に注意 を払 い、品行方正な

行動 をとるよ うに心がけ手 いる。

　 以上か ら分か るように、 クジラや捕鯨はイヌピ

ア ッ トにとって食料となるのみな らず、社会的に

も精神的にも重要な生活の一部 とな っているとい

える。

　バ ロー村の捕鯨キャプテンは、彼 らの捕鯨の継

続 に関 して、環境保護団体やアメ リカ合衆国政府

か らプレッシャーを受 け、かな りの危機感 を抱い

ている。 隔年で開催され るIWC総 会およびアンカ

レッジで開催されるアラスカ ・エスキモー捕鯨委

員会総会の会場近 くでは複数の反捕鯨団体が反捕
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鯨のデモを繰 り広げて いる。 また、 アメ リカ合衆

国政府はアラスカ先住 民の意向を尊重する立場 を

とる一方,IWC総 会な どでは反(商 業） 捕鯨の立

場 を堅持 している。ア メリカ合衆国政府 の立場は

ダブルスタ ンダー ドであるとして捕鯨推進国か ら

批判されているが、イヌ ピアッ ト自身も同政府が

彼 らに捕鯨を自発的にやめても らいた いと望んで

いることを感 じ取 っている。 同政府内 も決 して一

枚岩ではないが、彼 らにとって反捕鯨の急先鋒は

環:境保護団体ではな く、 自国の連邦政府 であるよ

うだ。

　現在、ア メ リカ合衆国 内でイ ヌ ピア ッ トやユ

ピー トが捕鯨 をすることができる法的根拠は、先

住民権(lndigenous Rights)に 由来する ものではな

い。彼 らの捕鯨 は、国内法である 「海洋哺乳類保

護法」(1972年)や 「絶滅 の危機 に瀕 した種 の保護

法」(1973年)の 、伝統 的な方法で捕獲するという

条件の もとで実施可 という 「先住 民適用除外項」

によって認め られているに過 ぎない(岸 上2014:

178)。 ア ラスカ ・エス キモ ー捕鯨委 員会 のメ ン

バーは、 この脆弱な法的基盤 を心配 し、彼 らの捕

鯨を法的 に確固なもの にす る国内法 を作 り出すた

めに、連邦議会等で積極的 にロビー活動 を展開 し

ている。

クジラは資源か聖獣か?

　 これ まで述べてきたように20世 紀後半か ら21世

紀 初頭にかけて環境保護 と動物福祉 の考え方が影

響 力を持 ちだす と、クジラと人類の関係は大きく

変わ ってきた。それは、大まかにいえば資源 とし

て の利用か ら保護する対象への変化である。

　では、 クジラは人類が利用 してはな らない聖な

る動物であるのか?文 化人類学の研究蓄積を参照

す ると、そうとは限 らないという回答が出てくる.

本稿で紹介 したイ ヌピアッ トの捕鯨のよ うに、世

界の先住民や漁民 の中には現在でもクジラやイル

カ を捕獲 し、そ の肉を分ち合 い、祭 りを実施 し、

共食をする人び とが存在 して いる.彼 らは、 この

1㎜ 年 もの間,ホ ッキ ョククジラと特別な関係 を

築いてきた。それは、 クジラをめぐる独 自の世界

観や生き方にも反映されている。彼 らはクジラに

敬意 を払いつつ、その命 を頂き、厳 しい自然環境

の中で自らの命をつないできた。 彼らにとってク

ジラは資源で もあ り、聖なる動物 でもある。

　 こうした世界各地の先住 民や漁 民が歴史的に築

き上げてきたクジラを利用する文化や人類 とクジ

ラの多様な関係が、新たに立ち上がった動物福祉

運動や環境保護運動によって変容 を迫 られつつあ

るといって も過言ではないだろう。

　 では私たちは、人類 と鯨類との関係 をどのよう

に考えるべきだろうか。動物福祉団体や環境保護

団体による反捕鯨運動は、欧米社会の強大な政治

経済力を背景 とするマス メデ ィアやその他の広報

活 動によってグローバル化 し、世界各地の社会に

さまざまな影響 を及ぼしている。現時点では動物

福祉支持者 にも、一切の捕鯨や クジラの利用 を禁

止す る理想主義者か らクジラの持続可能な利用を

一部認めるという現実主義者まで複数の立場があ

る　(cf　ルーエ ン2015:210-215)。

　 動物 を尊重す るという意味では動物福祉の立場

も理解 しうるが、先住民の捕鯨 を研究 してきた私

自身は、人類 とクジラとの多様な歴史 ・文化的関

係を考慮 して、 クジラの持続可能 な利用は、現時

点では可 とする立場をとっている。すなわち、人

類 と野生動物 との関係 を考 えるため には、机上の

理想論だけではな く、歴史的に形成 された地域社

会の生活や民俗知や生態学的知見 をも考慮にいれ

る必要があると考える。

　 また、一切の動物利用を禁止す る 「動物の権利」

の立場 も存在 している。 これ まで見て きたよ うに

人類 と動物 との関係は時代 とともに変化 してきた

が、一切の動物利用 をしないとい うことは、た と

え倫理的に正 しいとして も現実には難 しいと考 え

る。

　では、私たちに何ができるだろうか、私たちは

何をするべ きなのだろうか。私たちは、人類は動

物 のひ とつであり、地球環境の一部である ことを

認識するとともに、その進化 上の特殊性を自覚 し

なければな らない、我われ人類は、野生動物の存

続、ひいては地球環境や生物 多様性 の維持 に決定

的な役割を果たす存在である点 を自覚 し、行 動に

反映させる必要があると考える。その上で、 人類

とクジラが共存する方法を模索する必要がある。

といっても万能な方法があるわけではない。現時
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点での人類が クジラと共存す る方法は、具体的な

問題が発生した時に、科学的知見や現地 の生活や

民俗知を も考慮 しつつ、多様な立場の者が対話 を

通 して解決策を見つけ出すように努力 し、そ の都

度、柔軟に対応 してい くしかないだろ う。

今後の研究課題

　 人類は5000年 以 上にわた り鯨類 を食料や原材料

として持続的に利用 してきたが、1982年 に国際捕

鯨委員会(IWC)に おいて大型鯨類13種 の商業捕

鯨 の一時的な捕獲禁止が決定された。その後、現

在 に至るまで同捕鯨は再開できないままである。

この捕鯨 をめぐる動きは、欧米社会を中心 に動物

福祉 ・動物愛護 ・環境保護団体 による反捕鯨運動

と連 動し、反捕鯨 を支持する人び とや政府が増加

し、 世界各地の捕鯨 や捕鯨文化は存続の危機に直

面 して いる。

　捕鯨や鯨食の是非については、捕鯨者や文化人

類学者.社 会学者、鯨類(生 物)学 者、環境科学

者、倫理学者、国際政治学者、政治家、動物福祉 ・

愛護運動家、環境保護運動家、報道関係者 らによ

る さまざまな主張が錯綜 し、世論 に大 きな影響 を

及ぼ しているが、賛成派 と反対派 との問の議論は

相互 にかみ あってお らず、 問題解決の糸 口は見 え

ないままである。 しかしその一方で、1970年 代以

降は着実に反捕鯨運 動がグローバル化 し、世界各

地 の捕鯨や捕鯨文化 に大きな影響 を及ぼ しつつ あ

る。

　筆者は、反捕鯨運 動の展開とその諸影響の解明

は、現代 の捕鯨や捕鯨文 化 に関す る重要 な研 究

テーマのひとつで あると考 える。反捕鯨運動の世

界的拡大の背景には、世界各地におけるクジラと

人間 の関係やクジラ観、環境観の歴史的変化が存

在 して いる。世界各地 の捕鯨の現状および欧米 に

端 を発する反捕鯨運 動の展開について把握 したう

えで、反捕鯨運動 とその背後 にあるクジラ観や環

境 ・動物倫理がどのように形成 され、世界に広が

り、各地の捕鯨文化 にいかなる影響 を及ぼしてい

るか について調査 し、解明す る必要があろう。

　具体 的には、下記の調査 ・研 究を実 施すべ きで

ある と考える。(1)ア ラスカやカナダ、グ リーン

ラン ド、カ リブ海地 域等にお ける先住民等 による

捕鯨、 日本 の調査 捕鯨 と小型沿 岸捕鯨、 ノル ウ

ェーとアイスラン ドの商業捕鯨等、世界各地の捕

鯨の歴史 と現状を把握する。(2)諸 国政府および

IWCな どの国際機関における捕鯨政策の歴史 と現

状を把握する。(3)さ まざまな環境保護団体 ・動

物福祉団体による反捕鯨運動のマ クロな展開を把

握す る。(4)(1)か ら(3)の 成果 を考慮 しつつ、

環境保護団体 ・動物福祉団体による反捕鯨運動が

世界各地の捕鯨活動や クジラ観、 クジラと人間の

関係 にどのような影響 を及 ぼしてきたか、またそ

れらの影響に対する各地の対応 を現地調査に基づ

きミクロな視点か ら把握す る。その うえで、(5)

成果を世界規模で比較検討する。

　以上の研究 を実施する ことによって、世界各地

の捕鯨活動や捕鯨文化の存続 の危機は、欧米諸社

会の強力な政治 経済力を背景 とした外交戦略の展

開や、動物観や倫理観をめ ぐる言説のグローバル

化が原因であ ることが明 らかにされるだろう。 ま

た、捕鯨論争は、科学的な根拠に基づ いて行われ

ているのではな く、異なる思想や動物観、人間と

動物 の関係 に関す る きわ めて政治 的 ・イデオ ロ

ギー的対 立であることが明 らかになると予想 され

る。そ してこの研究成果は、研究者およびそれ以

外の人び とが現代 の捕鯨問題 を考えるための基礎

的な材料 とな るとともに、問題解決のための提案

につながる可能性があると考 える。
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